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税
制
改
正
に
よ
り
、　

年
度
か
ら
市
・
県
民
税
の
寄
附
金

２１

控
除
が
次
の
と
お
り
変
わ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
・
県
民
税
、

国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
の
申
告
で
、
一
部
制
度

や
取
り
扱
い
が
変
わ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　　

【図１】均等償却のイメージ
計算例：平成10年に200万円で取得した田植え機

（平成14年に耐用年数経過。現在残存価格10万円）

※平成24年分の申告まで、減価償却費が計上できます。この期間中に売ったり、
　廃棄した場合は、その月までの償却となります。

　
こ
れ
ま
で
寄
附
金
控
除
は
、
生

命
保
険
料
控
除
や
扶
養
控
除
な
ど

と
同
様
、
所
得
額
か
ら
控
除
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、　

年
度

２１

以
降
は
、
市
・
県
民
税
所
得
割
税

額
か
ら
控
除
す
る
税
額
控
除
方
式

に
変
わ
り
ま
す
（
所
得
税
の
寄
附

金
控
除
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
所

得
控
除
方
式
で
す
）。

◎
控
除
対
象
と
な
る
寄
附
金
額

　
寄
附
し
た
金
額
の
う
ち
、
５
千

円
を
超
え
た
部
分

　（
前
年
の
合
計
所
得
金
額
の
　３０

舒
を
限
度
）

◎
税
額
控
除
額
　

　
控
除
対
象
寄
附
金
額
の

　
市
６
舒
、
県
４
舒
相
当
額

　（
算
出
さ
れ
た
所
得
割
額
を
限

度
）

◎
控
除
対
象
寄
附
先

①
都
道
府
県
、
市
区
町
村

　
※
 都
道
府
県
、
市
区
町
村
に
対

　
す
る
寄
附
に
は
、
特
例
が
設
け

　
ら
れ
て
い
ま
す
。

②
日
本
赤
十
字
社
、
社
会
福
祉
法

第
１
１
３
条
第
２
項
に
規
定
す

る
共
同
募
金
会
（
日
本
赤
十
字

社
、
共
同
募
金
会
と
も
、
申
告

年
の
１
月
１
日
現
在
、
県
内
に

事
務
所
の
住
所
を
置
く
も
の
に

限
り
ま
す
）

　
※
日
本
赤
十
字
社
、
共
同
募
金

　
会
に
寄
附
し
た
場
合
、「
寄
附

　
金
税
額
控
除
」
に
別
段
の
定
め

　
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
税
務

　
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　
い
。

③
市
・
県
が
条
例
で
定
め
る
法
人

　
平
成
　
年
３
月
　
日
以
前
に
取

１９

３１

得
し
た
事
業
用
償
却
資
産
は
、
残

存
価
格
を
５
年
間
で
1
円
ま
で
均

等
償
却
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
す
で
に
耐
用
年
数
が
過
ぎ
て

い
て
も
、
事
業
用
と
し
て
使
用
し

て
い
る
も
の
は
、
減
価
償
却
費
と

し
て
計
上
で
き
ま
す
（
図
１
）。　

受付時間日　　程会　　場

午前
８時３０分～

１１時

午後
１時～

３時３０分

1月21日浄・22日状

石越総合支所

南方庁舎

豊里総合支所

1月23日畳・26日条

東和総合支所

米山総合支所

津山老人福祉センター

1月27日杖・28日浄
中田庁舎

登米庁舎

1月29日状・30日畳迫公民館

【畜産収支事前記帳相談会日程】 　
畜
産
収
支
事
前
記
帳

　
相
談
会
を
実
施
し
ま
す

　
申
告
す
る
際
は
、
当
時
の
取
得

価
格
や
取
得
年
月
が
分
か
る
書
類

（
償
却
資
産
申
告
書
や
領
収
書
・
契

約
書
な
ど
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

寄
附
金
控
除
は
市
・
県
民
税

所
得
割
額
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す

　
白
色
申
告
の
畜
産
農
家
（
個
人

事
業
主
）が
対
象
で
す
。

　
畜
産
分
の
申
告
は
非
常
に
時
間

が
か
か
り
ま
す
の
で
、
必
ず
記
帳

相
談
会
で
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
必
要
書
類
】

虚
畜
産
に
係
る
収
支
内
訳
書

　（
平
成
　
年
分
）

２０

許
減
価
償
却
費
計
算
書

距
肉
用
牛
の
棚
卸
表

　
※
許
、
距
は
平
成
　
・
　
年
分

１９

２０

鋸
肉
用
牛
の
売
り
上
げ
と
経
費
が

分
か
る
書
類

　（
農
協
発
行
の
出
荷
実
績
一
覧

書
、
各
経
費
の
領
収
書
な
ど
）

漁
筆
記
用
具

【
問
い
合
わ
せ
】

　
総
務
部
税
務
課
市
民
税
係

　
緯
０
２
２
０（
　
）
２
１
６
３

２２

　
平
成
　
年
度
の
償
却
資
産
の

２１

申
告
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し

た
。
事
業
で
使
わ
れ
る
償
却
資

産
を
所
有
し
て
い
る
個
人
、
事

業
所
の
皆
さ
ん
は
、
賦
課
期
日

（
平
成
　
年
１
月
１
日
）現
在
の

２１

償
却
資
産
を
、
２
月
２
日
ま
で

に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
課
税
の
対
象
と
な
る
償
却
資

産
は
、
土
地
お
よ
び
家
屋
以
外

の
事
業
で
使
用
さ
れ
る
資
産

（
構
築
物
、
機
械
お
よ
び
装
置
、

車
両
お
よ
び
運
搬
具
、
工
具
・

器
具
お
よ
び
備
品
な
ど
）
で
す
。

　
早
め
の
申
告
を
お
願
い
し
ま

す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
総
務
部
税
務
課

　
　
　
　
　
固
定
資
産
税
係

　
緯
０
２
２
０（
　
）２
１
６
３

２２

　
各
総
合
支
所
地
域
生
活
課

固
定
資
産
税
償
却
資
産

申
告
書
の
提
出
に
つ
い
て

事
業
用
償
却
資
産
の

償
却
方
法
が
変
わ
り
ま
す

24年分23年分22年分21年分20年分申告年度

19,999円20,000円20,000円20,000円20,000円減価償却費

　　 1円20,000円40,000円60,000円80,000円残存価格
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皆
さ
ん
の
活
動
の
場
に

市
長
が
訪
問
し
て
い
ま
す

　
市
で
は
、
団
体
が
活
動
し
て
い

る
現
場
へ
市
長
が
直
接
出
向
い
て
、

活
動
現
場
の
視
察
や
意
見
交
換
な

ど
を
行
う
「
移
動
市
長
室
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

【
第
５
回
　
小
学
校
の
学
校
統
合

と
児
童
の
健
全
育
成
】

　
現
在
、
市
で
計
画
的
に
進
め
て

い
る
学
校
統
合
に
つ
い
て
意
見
交

換
す
る
た
め
、
去
年
４
月
に
鱒
淵

小
学
校
と
統
合
し
た
米
川
小
学
校

で
　
月
　
日
、
第
５
回
移
動
市
長

１０

１６

室
が
開
催
さ
れ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
者

な
ど
の
役
員
、
　

人
が
参
加
し
ま

１１

し
た
。

　
初
め
に
、
学
習
発
表
会
に
向
け

て
の
劇
や
合
唱
な
ど
の
練
習
を
学

年
ご
と
に
参
観
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
児
童
会
室
に
移
動
し

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会

場
で
は
意
見
交
換
に
先
立
ち
、
６

年
生
の
岩
渕
 笙
 

し
ょ
う

 子
 さ
ん
（
鱒
淵
小

こ

出
身
）
が
「
統
合
し
て
よ
か
っ
た

こ
と
」
と
題
し
た
作
文
を
朗
読
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
学
校
統
合
に

つ
い
て
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、

参
加
者
か
ら
は
「
一
部
の
通
学
路

で
は
、
道
路
幅
が
狭
く
未
舗
装
な

の
で
、
早
急
に
舗
装
や
歩
道
の
工

事
を
し
て
ほ
し
い
」「
統
合
に
つ
い

て
は
両
校
の
交
流
学
習
や
交
流
体

験
な
ど
の
効
果
も
あ
り
、
子
ど
も

た
ち
は
す
ぐ
に
仲
良
し
に
な
っ

た
」
な
ど
と
多
く
の
意
見
や
要
望

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

【
第
６
回
     登
米
市
の
観
光
と
物

産
の
振
興
】

　
市
の
魅
力
あ
る
観
光
と
物
産
の

振
興
を
テ
ー
マ
に
　
月
　
日
、
市

１１

１８

役
所
登
米
庁
舎
で
第
６
回
移
動
市

長
室
が
行
わ
れ
、
市
内
の
農
業
生

産
法
人
㈱
オ
ジ
マ
ス
カ
イ
サ
ー
ビ

ス
の
代
表
者
や
市
観
光
物
産
協
会

の
関
係
者
な
ど
　
人
が
参
加
し
、

１２

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　

　
初
め
に
、
地
元
産
の
新
鮮
な
野

菜
を
仙
台
方
面
で
直
営
販
売
し
て

学習発表会の練習を参観する布施市長

移動市長室
「どこでも市長室」

キャベツ栽培の現場を視察

農業委員会が「農家の声」を市長に建議

い
る
㈱
オ
ジ
マ
ス
カ
イ
サ
ー
ビ
ス

の
野
菜
栽
培
の
畑
を
視
察
し
、
社

長
の
山
内
さ
ん
に
生
産
か
ら
販
売

ま
で
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
登
米
庁
舎
で
物
産
振

興
に
つ
い
て
の
課
題
な
ど
に
つ
い

て
出
席
者
と
意
見
交
換
し
、「
小

規
模
農
家
の
農
産
物
を
収
集
し
て

直
販
す
る
た
め
に
、
運
搬
手
段
を

確
立
し
た
い
」「
市
内
の
観
光
情
報

を
よ
り
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら

う
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携

帯
サ
イ
ト
を
使
っ
て
P
R
し
た

い
」
な
ど
の
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
総
務
部
市
長
公
室

　
緯
０
２
２
０
（
　
）
２
０
９
０

２２

　日ごろの農家相談などで、農業委員に寄せられている農業振興上の課

題・問題点についての意見を集約した「平成２１年度登米市農業施策に関

する建議書」を市役所迫庁舎において１１月１８日、農業委員会を代表して

秋山委員会長が市長に提出しました。

　この建議書の提出を受け、市では関係機関などと課題解決に向けて協

議・検討することとしています。

【問い合わせ】　農業委員会農地管理課　緯０２２０（３４）２３１７

　費や条件不利地対策などについて

④　担い手の確保および育成

　集落営農組織などへの支援、後継者の未婚者解消な

　どについて

⑤　農地税制

　譲渡所得税の１００万円控除復活要望や、経営移譲時

　の節税研修などについて

⑥　中山間地域の振興

　中山間地域に対する農業経営支援について

　■【市長への建議内容】（抜粋）

①　食の安全関係　

　一連の事故米、産地偽装など、食品の安全・安心に

　対する国の流通管理や検査体制の強化などについて

②　地産地消の推進　

　学校給食への市内農産物使用率の向上や、福祉施設

　などへの利用促進について

③　優良農地の確保および有効利用

　農業振興地域整備計画の精査、耕作放棄地の復元経

建議書を市長に提出する秋山会長


